
 - 10/2017

第四回　第四回、新規顧客を呼び込み、
             新たなサービスを拡販に繋げる

48
モチベーションを維持するコツは？

回りにくい人
こんなあなたは嫌われています！

ゴルフコラム69

注目の企業10社

地図

社員の主体性を引き出す～後編～
人材通信　ICONIC 90

ベトナムニュース VIETJO ベトナム法令アップデート：商品表示に関する政令

28
手軽に安くオフィスを賃貸するために

90
企業インタビュー：SATO VIETNAM SOLUTIONS CO., LTD 90

イベント情報

知らないと損する工場メンテのツボ
鉄の塗装 10

Topic   過積載車両取締り用走行計量
         システム普及・実証事業

Buyer Information 

現地調達を目指す日系企業を応援

取引を拡大したいベトナム企業を応援

7

過積載車両取締り用走行計量
システム普及・実証事業

過積載車両取締り用走行計量
システム普及・実証事業

なるなど、交通事故の危険性の高まりの要因となっています。
この様な状況を受けて、ベトナム政府は、2012年に、過積載
車両の取締りを強化するために、主要な高速道路に最新の計量
システムを導入する事を決定し、ベトナム道路総局（以下、
DRVN）によって様々な計量システムや取締り方法の検討が行
われるようになりました。

●事業の背景
ベトナムは、2000年以降堅調な経済成長を続けていますが、
これに伴って物流の需要が急増しています。特に陸上輸送の需
要は急激に高まっており、過積載が引き起こすトラブルが顕著
になりました。
過積載は、道路の陥没、破損、うねりなどや、ブレーキの効きが悪く

ベトナムでは、近年の急速な経済発展に伴い、物流需要が急激に高まっています。これに伴い、過積載車両の増加による交通事故、道路の
破損などが社会問題化するようになってきました。また、交通混雑緩和のため、走行中に車両の計量が可能なシステムが模索されていまし
た。その様な状況を受け、ベトナム政府は、走行計量システムのベトナム導入を決定し、株式会社田中衡機工業所（新潟県三条市。以下、田
中衡機）に依頼、同社の走行計量システムの導入を検討しています。これをサポートするのが、国際協力機構（JICA）の中小企業海外展開
支援事業です。日本の中小企業の優れた製品・技術を用いて、途上国の課題解決を図り、同時に企業の海外展開を支援します。田中衡機
は、ＪＩＣＡの「過積載車両取締り用走行計量システム普及・実証事業」の一環として、今秋にも走行計量システムをハノイ近郊に設置し、シス
テムの運用状況を実証し、効果測定を行います。
今回は、同普及・実証事業についてお伝えします。
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●走行計量システムについて
ハノイ市とハイフォン市を結ぶ国道5号線のハイフォン市側から
78㎞の地点に、ロードセル式走行計量システムを設置。時速0㎞
から80㎞の速度で、車両が道路下のループコイルと載荷板の上
を通過した際に重量を測定し、結果が制御装置に送られます。同
時に、前方と後方からのカメラによってナンバープレートの情報が
読み取られ、警察に登録された車両の積載能力との整合性が判断
されます。その後、電光掲示板に判定結果が表示され、過積載と
判定された場合は、その先にある取締り地点へ通知されます。    
当メカニズムがスムーズに稼働するためには、走行計量システム
の精度のほか、カメラの画像認識精度、画像認識情報と車両の登
録情報の照合の連携が求められます。

●田中衡機工業所とは
田中衡機工業所は、1903年に金物の町新潟県燕三条で創業し
もうすぐ115年を迎える工業用計量器のメーカーです。大正時
代から変わらない機械式はかりの製造を行う一方で、最先端の計
量システムを提供し、はかりを通じてさらなる生産性向上と、産業
の発展に寄与する事を目指しています。
またベトナムでは、アジアの製造及び販売拠点として、2011年
11月にライセンスを取得し、2012年9月ホーチミン近郊のドン
ナイ省に工場が完成しました。ベトナム工場での従業員数は約

70名、主に大きなトラックを量るトラックスケールと、約３００ｋｇ
～５ｔが量れるフロアースケールを製造しています。
今後は、販売及びメンテナンスをさらに強化し、ベトナムをはじめ
アジア諸国へ展開していく予定です。
2011年の訪越時には、日本の常識を超えた過積載車両の多さ
と、それに伴う事故の多さに心を痛めていたそうです。

何とかこのような事故を減らすことができないのか、「はかり屋」
としてここベトナムで何か貢献できないかと考え、過積載車両取
締り用走行計量システムの提案を始めました。
ベトナムの車両は過積載を前提として、車両の改造がされていた
り、前後の道が悪く、計量器に乗るときには上下振動が多かった

現在、DRVNは、走行中の車両の計量が可能なロードセルセンサ
ーによるシステムの導入を試みています。日本国内において本
システムの運用実績のある田中衡機は、JICA支援と並行して、    
ドンナイ省に現地法人TANAKA SCALE VIETNAMを設立し
ており、同普及・実証事業を通じて、同走行システムをパイロット
地域へ試験導入、システムの運用状況の実証・効果測定を行うこ
ととなりました。

●事業の目的
本事業を通じた実証結果に基づき、本システムが評価され、ベト
ナムへの普及を目指します。これにより、過積載に因る交通事故
の削減や、交通渋滞の緩和、道路寿命の大幅な改善を通じて、物
流が改善され、ベトナムの経済発展への貢献が期待されます。

りと苦労されたそうですが、現在は、ハノイ―ハイフォン間で４レ
ーンを納品し、要望されている精度を出してベトナムの計量法を
クリアすることができました。
更に精度を上げるべく、ハノイ交通通信大学との共同研究もスタ
ートしました。
今後は、ベトナム全土にこのはかりを広めていくことと、同様にま
だまだ過積載車両の多い国に対して、一件でも事故が減らせる
ように「はかり屋」の使命として、過積載車両取締り用走行計量機
を広めていきたい、と決意を述べられています。

●まとめ
過積載車両が原因で起こる交通事故や道路破損は、ベトナム政
府に課題として認識されていながらも、適切なシステムの採択や
コストなど、本格的な導入には現在もいくつかの検討事項があり
ます。田中衡機は、豊富な実績と現地法人との連携によって、計
量システムのローカライズと現地製造によるコスト低減、及び現
地でのメンテナンス体制の実現により、ベトナム全土への普及を
目指します。またJICAは、事業を通じ、機材や人材の投入、研修
活動を支援することで、ベトナムの課題解決を図るだけでなく、
同時に、地域の中小企業の海外展開を支援することで、日本の地
域経済の活性化への貢献を目指します。

上位、計量ステーションシステムへ

制御装置

ループコイル 載荷板
（軸重計測部）

カメラ
電光提示版
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